
JP 2010-113247 A 2010.5.20

10

(57)【要約】
【課題】小型携帯機器に用いられる液晶表示装置にして
、対向電極を駆動する駆動回路の負担を小さくし、表示
品質の良好な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示素子と、液晶駆動回路とを備える
液晶表示装置であって、液晶駆動回路は走査信号線の左
端から駆動する第１の走査駆動回路と、右端から駆動す
る第２駆動回路とを有し、１本の対向電極信号線を左右
から駆動する対向電圧出力回路を有する。走査駆動回路
が左右に均等に配置され、対向電極を駆動する負担が軽
減する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と、第２の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板の間に挟まれた液晶組成物と、
　前記第１の基板に設けられた複数の画素と、
　前記画素に設けられた画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　オン状態で前記画素電極に映像信号を供給するスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子に映像信号を供給する映像信号線と、
　前記スイッチング素子のオン・オフを制御する走査信号を供給する走査信号線と、
　前記対向電極に対向電圧を供給する対向電極信号線と、
　前記映像信号を出力する第１の駆動回路と、
　前記走査信号を出力する第２の駆動回路と第３の駆動回路と、
　前記対向電圧を出力する第４の駆動回路と第５の駆動回路と、
　第１の走査信号線に制御され映像信号が供給される第１の画素電極と、
　第２の走査信号線に制御され映像信号が供給される第２の画素電極と、
　前記第１の画素電極に対向して配置される対向電極に接続される第１の対向電極信号線
と、
　前記第２の画素電極に対向して配置される対向電極に接続される第２の対向電極信号線
とを有し、
　前記第２の駆動回路は前記走査信号線の一方の端部に形成され、
　前記第３の駆動回路は前記走査信号線の他方の端部に形成され、
　前記第４の駆動回路は前記対向電極信号線の一方の端部に形成され、
　前記第５の駆動回路は前記対向電極信号線の他方の端部に形成され、
　前記第１の走査信号線には前記第２の駆動回路から走査信号が出力し、
　前記第２の走査信号線には前記第３の駆動回路から走査信号が出力し、
　前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第４の駆動回路から対
向電圧が出力し、
　前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第５の駆動回路から対
向電圧が出力する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、
　前記第２の駆動回路から出力する走査信号に同期して前記第５の駆動回路から対向電圧
が出力する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、
　前記画素電極と前記対向電極とは、絶縁膜を間に挟んで積層される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　第１の基板と、第２の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板の間に挟まれた液晶組成物と、
　前記第１の基板に設けられた複数の画素と、
　前記画素に設けられた画素電極と、
　前記画素電極に対向する対向電極と、
　オン状態で前記画素電極に映像信号を供給するスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子に映像信号を供給する映像信号線と、
　前記スイッチング素子のオン・オフを制御する走査信号を供給する走査信号線と、
　前記対向電極に対向電圧を供給する対向電極信号線と、
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　前記映像信号を出力する第１の駆動回路と、
　前記走査信号を出力する第２の駆動回路と第３の駆動回路と、
　前記対向電圧を出力する第４の駆動回路と第５の駆動回路と、
　第１の走査信号線に制御され映像信号が供給される第１の画素電極と、
　第２の走査信号線に制御され映像信号が供給される第２の画素電極と、
　前記第１の画素電極に対向して配置される対向電極に接続される第１の対向電極信号線
と、
　前記第２の画素電極に対向して配置される対向電極に接続される第２の対向電極信号線
とを有し、
　前記第２の駆動回路は前記走査信号線の一方の端部に形成され、
　前記第３の駆動回路は前記走査信号線の他方の端部に形成され、
　前記第４の駆動回路は前記対向電極信号線の一方の端部に形成され、
　前記第５の駆動回路は前記対向電極信号線の他方の端部に形成され、
　前記第１の走査信号線には前記第２の駆動回路から走査信号が出力し、
　前記第２の走査信号線には前記第３の駆動回路から走査信号が出力し、
　前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第４の駆動回路から対
向電圧が出力し、
　前記第２の対向電極信号線と前記第３の対向電極信号線とに前記第５の駆動回路から対
向電圧が出力し、
　前記第４の駆動回路から前記第１の対向電極信号線に第１の電圧が出力し、
　前記第２の対向電極信号線に前記第１の電圧とは逆極性の第２の電圧が出力し、
　前記第５の駆動回路から前記第２の対向電極信号線に前記第２の電圧が出力し、
　前記第３の対向電極信号線に前記第１の電圧が出力する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶表示装置であって、
　前記第４の駆動回路と前記第５の駆動回路とは、前記第１の電圧と前記第２の電圧を同
時に出力可能である、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の液晶表示装置であって、
　前記画素電極と前記対向電極とは、絶縁膜を間に挟んで積層される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係わり、特に、携帯型装置の表示部に用いられる液晶表示装
置の駆動回路に適用して有効な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＦＴ（Thin Film Transistor）方式の液晶表示装置は、パソコン、ＴＶ等の表示装置
として広く使用されている。これらの液晶表示装置は、液晶表示パネルと、液晶表示パネ
ルを駆動する駆動回路とを備えている。
【０００３】
　そして、このような液晶表示装置において小型のものが、携帯電話機等の携帯機器の表
示装置として広く利用されている。液晶表示装置を携帯機器の表示装置として用いる場合
には、従来の液晶表示装置に比べて、さらなる狭額縁化が望まれている。液晶パネルの額
縁幅を縮小するには内蔵するゲートドライバとコモンドライバの回路規模の削減が必要で
ある。回路規模の削減方法の一つとして、ゲートドライバを左右に分割配置する方法が、
下記「特許文献１」により提案されている。しかし、この方法では対向電極電圧が左右で
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アンバランスとなり、横スメアなどの画質不良が発生する。
【特許文献１】特開２００４－６１６７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　携帯機器の表示装置として、狭額縁化と共に低消費電力化がのぞまれている。そのため
、駆動回路は低電圧で駆動するものが開発されている。また、従来の液晶表示装置では、
対向電極電圧を一定として、画素電極に印加する階調電圧を反転させる交流化駆動を用い
ていたが、低電圧駆動化のために画素電極に印加する電圧とは逆極性側に対向電極電圧も
変化させる、いわゆるコモン交流化駆動が携帯機器用の液晶表示装置にて行われている。
【０００５】
　しかしながら、コモン交流化駆動において画素電極に書き込まれる電圧の大きさ、また
は信号線の長さによって対向電極電圧が変動するといった問題が生じていた。
【０００６】
　すなわち、コモン交流化駆動では、ある行を走査する期間において、１本の対向電極電
圧線により正極性用または負極性用の対向電極電圧が、走査される行を構成する画素全て
に供給されている。また、走査信号の出力と同期するように対向電極電圧の極性を切り替
えていた。
【０００７】
　このような方式では、横方向の画素数が多くなると、１本の対向電極電圧線により供給
する電荷量が増加し、供給能力が不足する。また、縦方向の画素数が多くなると、フレー
ム周波数が同じであれば、１行を走査する期間が短くなってしまい、１本のコモン配線か
ら充分に電荷を供給するための時間も不足する。そのため、画素電極の電圧の変化により
対向電極電圧が変動するといった問題が顕著になった。
【０００８】
　このように高解像度化がすすむと、より多くの電流をより短い期間内に供給する必要が
生じ、対向電極電圧の電圧変動を表示に問題が生じない程度に抑えるためには、配線抵抗
の低減が必要となる。配線抵抗を低減するためには、対向電極を供給する配線幅を広くす
ることが考えられるが、高開口率化の要求もあり、逆に対向電極電圧線の幅は狭くするこ
とが要求されている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　携帯機器の表示装置として、液晶パネルの狭額縁化がのぞまれている。そこで、ゲート
ドライバを左右分割配置し、さらには対向電極電圧の変動を抑えるために対向電極電圧を
両側より供給する構成とした。
【００１０】
　ゲートドライバを左右に配置することで、ゲートドライバの回路規模の半分を左右に分
割して配置することが可能となる。また、左右に配置された各ゲートドライバは各々半数
のゲート線を駆動することになる。ただし、対向電極電圧の変動を抑えるために、対向電
極電圧は両側より供給するので、対向電極電圧出力回路は左右より対向電極電圧線を駆動
することとなる。
【００１１】
　本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的
は、小型の液晶表示装置において、狭額縁で対向電極電圧を安定して印加できる駆動回路
及び液晶表示パネルの構成を提供することにある。
【００１２】
　本発明の目的と新規な特徴の詳細を、本明細書の記述及び添付図面によって明らかにす
る。
【００１３】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、第１の基板と、第２の基板と、前記第１の基板と
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前記第２の基板の間に挟まれた液晶組成物と、前記第１の基板に設けられた複数の画素と
、前記画素に設けられた画素電極と、前記画素電極に対向する対向電極と、オン状態で前
記画素電極に映像信号を供給するスイッチング素子と、前記スイッチング素子に映像信号
を供給する映像信号線と、前記スイッチング素子のオン・オフを制御する走査信号を供給
する走査信号線と、前記対向電極に対向電圧を供給する対向電極信号線と、前記映像信号
を出力する第１の駆動回路と、前記走査信号を出力する第２の駆動回路と第３の駆動回路
と、前記対向電圧を出力する第４の駆動回路と第５の駆動回路と、第１の走査信号線に制
御され映像信号が供給される第１の画素電極と、第２の走査信号線に制御され映像信号が
供給される第２の画素電極と、前記第１の画素電極に対向して配置される対向電極に接続
される第１の対向電極信号線と、前記第２の画素電極に対向して配置される対向電極に接
続される第２の対向電極信号線とを有し、前記第２の駆動回路は前記走査信号線の一方の
端部に形成され、前記第３の駆動回路は前記走査信号線の他方の端部に形成され、前記第
４の駆動回路は前記対向電極信号線の一方の端部に形成され、前記第５の駆動回路は前記
対向電極信号線の他方の端部に形成され、前記第１の走査信号線には前記第２の駆動回路
から走査信号が出力し、前記第２の走査信号線には前記第３の駆動回路から走査信号が出
力し、前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第４の駆動回路か
ら対向電圧が出力し、前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第
５の駆動回路から対向電圧が出力する、ことを特徴とする。
【００１４】
　（２）上記（１）に記載の液晶表示装置は、前記第２の駆動回路から出力する走査信号
に同期して前記第５の駆動回路から対向電圧が出力していてもよい。
【００１５】
　（３）上記（１）に記載の液晶表示装置は、前記画素電極と前記対向電極とは、絶縁膜
を間に挟んで積層されていてもよい。
【００１６】
　（４）本発明に係る液晶表示装置は、第１の基板と、第２の基板と、前記第１の基板と
前記第２の基板の間に挟まれた液晶組成物と、前記第１の基板に設けられた複数の画素と
、前記画素に設けられた画素電極と、前記画素電極に対向する対向電極と、オン状態で前
記画素電極に映像信号を供給するスイッチング素子と、前記スイッチング素子に映像信号
を供給する映像信号線と、前記スイッチング素子のオン・オフを制御する走査信号を供給
する走査信号線と、前記対向電極に対向電圧を供給する対向電極信号線と、前記映像信号
を出力する第１の駆動回路と、前記走査信号を出力する第２の駆動回路と第３の駆動回路
と、前記対向電圧を出力する第４の駆動回路と第５の駆動回路と、第１の走査信号線に制
御され映像信号が供給される第１の画素電極と、第２の走査信号線に制御され映像信号が
供給される第２の画素電極と、前記第１の画素電極に対向して配置される対向電極に接続
される第１の対向電極信号線と、前記第２の画素電極に対向して配置される対向電極に接
続される第２の対向電極信号線とを有し、前記第２の駆動回路は前記走査信号線の一方の
端部に形成され、前記第３の駆動回路は前記走査信号線の他方の端部に形成され、前記第
４の駆動回路は前記対向電極信号線の一方の端部に形成され、前記第５の駆動回路は前記
対向電極信号線の他方の端部に形成され、前記第１の走査信号線には前記第２の駆動回路
から走査信号が出力し、前記第２の走査信号線には前記第３の駆動回路から走査信号が出
力し、前記第１の対向電極信号線と前記第２の対向電極信号線とに前記第４の駆動回路か
ら対向電圧が出力し、前記第２の対向電極信号線と前記第３の対向電極信号線とに前記第
５の駆動回路から対向電圧が出力し、前記第４の駆動回路から前記第１の対向電極信号線
に第１の電圧が出力し、前記第２の対向電極信号線に前記第１の電圧とは逆極性の第２の
電圧が出力し、前記第５の駆動回路から前記第２の対向電極信号線に前記第２の電圧が出
力し、前記第３の対向電極信号線に前記第１の電圧が出力することを特徴とする。
【００１７】
　（５）上記（４）に記載の液晶表示装置は、前記第４の駆動回路と前記第５の駆動回路
とは、前記第１の電圧と前記第２の電圧を同時に出力可能であってもよい。
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【００１８】
　（６）上記（４）に記載の液晶表示装置は、前記画素電極と前記対向電極とは、絶縁膜
を間に挟んで積層されていてもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　走査信号線を駆動する駆動回路を左右に分割して配置することで、液晶パネルの片側に
偏っていた回路の占有面積を両側に均等に配置することが可能となり、偏った側の回路規
模を削減することができる。
【００２０】
　また、１本の対向電極電圧線の両端より対向電圧を供給することが可能となり、１本の
対向電極電圧線により供給可能な電荷量が増加し、充分な駆動能力で対向電極を駆動する
ことができ、対向電圧の変動を抑えることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け、その繰り返しの説明
は省略する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略ブロック図である。同図に示す
ように、本実施の形態の液晶表示装置１００は、液晶表示パネル１と、駆動回路５と、フ
レキシブル基板７０と、バックライト１１０と、収納ケース（図示せず）とから構成され
る。
【００２３】
　液晶表示パネル１は、薄膜トランジスタ１０、画素電極１１、対向電極１５等が形成さ
れるＴＦＴ基板２と、カラーフィルタ等が形成されるカラーフィルタ基板（図示せず）と
を、所定の間隙を隔てて重ね合わせ、該両基板間の周縁部近傍に枠状に設けたシール材に
より、両基板を貼り合わせると共に、シール材の内側に液晶組成物を封入、封止し、さら
に、両基板の外側に偏光板を貼り付けて構成される。
【００２４】
　ＴＦＴ基板２には、図中Ｘ方向に延在しＹ方向に並設される走査信号線（ゲート線とも
呼ぶ）２１と、Ｙ方向に延在しＸ方向に並設される映像信号線（ドレイン信号線とも呼ぶ
）２２とが設けられており、走査信号線２１と映像信号線２２とで囲まれる領域に画素部
８が形成されている。また、走査信号線２１に並列に対向電極電圧線２５が設けられてい
る。
【００２５】
　なお、液晶表示パネル１は多数の画素部８をマトリクス状に備えているが、図を解り易
くするため、図１では画素部８を１つだけ示している。マトリクス状に配置された画素部
８は表示領域９を形成し、各画素部８が表示画像の画素の役割をはたし、表示領域９に画
像を表示する。
【００２６】
　各画素部８の薄膜トランジスタ１０は、ソースが画素電極１１に接続され、ドレインが
映像信号線２２に接続され、ゲートが走査信号線２１に接続される。この薄膜トランジス
タ１０は、画素電極１１に表示電圧（階調電圧）を供給するためのスイッチとして機能す
る。
【００２７】
　なお、ソース、ドレインの呼び方は、バイアスの関係で逆になることもあるが、ここで
は、映像信号線２２に接続される方をドレインと称する。また、本実施の形態は対向電極
１５がＴＦＴ基板２に走査信号線２１に並列に設けられる所謂横電界方式の液晶表示パネ
ルに適用される。
【００２８】
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　駆動回路５は、ＴＦＴ基板２を構成する透明な絶縁基板（ガラス基板、樹脂基板等）に
配置される。駆動回路５は走査信号出力回路５１、分配回路６０、対向電圧出力回路５２
とに電気的に接続している。走査信号出力回路５１、分配回路６０、対向電圧出力回路５
２とはＴＦＴ基板２の上に薄膜トランジスタ１０と同様の工程により形成される。
【００２９】
　走査信号出力回路５１は走査信号線２１に表示領域９の左右で接続しており、走査信号
を出力して走査信号線を駆動する。対向電圧出力回路５２は表示領域９の左右で対向電極
電圧線２５と接続しており、対向電圧を出力して対向電極電圧線２５を駆動する。
【００３０】
　ＴＦＴ基板２には、フレキシブル基板７０が接続されている。フレキシブル基板７０に
はコネクタ４が設けられている。コネクタ４は外部信号線と接続され外部からの信号が入
力する。コネクタ４と駆動回路５の間には配線７１が設けられており、外部からの信号は
配線７１を介して駆動回路５に入力する。
【００３１】
　液晶表示パネル１は非発光素子であるため、光源を必要とするが、液晶表示装置１００
にはバックライト１１０が設けられており、バックライト１１０は液晶表示パネル１に光
を照射する。液晶表示パネル１は照射された光の透過・反射量を制御して表示を行う。な
お、バックライト１１０は液晶表示パネル１の背面または前面に設けられるが、図１では
図をわかり易くするために液晶表示パネル１と並べて示した。
【００３２】
　液晶表示装置１００の外部に設けられた制御装置（図示せず）から送出された制御信号
、および外部電源回路（図示せず）から供給される電源電圧が、コネクタ４、配線７１を
介して駆動回路５に入力する。
【００３３】
　外部から駆動回路５に入力する信号は、クロック信号、ディスプレイタイミング信号、
水平同期信号、垂直同期信号等の各制御信号および表示用デ－タ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）、表示モ
ード制御コマンドであり、入力した信号を基に、駆動回路５は液晶表示パネル１を駆動す
る。
【００３４】
　駆動回路５は１チップの半導体集積回路（ＬＳＩ）から構成され、制御信号線６４を介
して走査信号出力回路５１へ制御信号を出力し、制御信号線６６を介して制御信号を対向
電圧出力回路５２に出力している。また、分配回路６０には映像信号を出力している。
【００３５】
　走査信号出力回路５１は、駆動回路５内部で発生させる基準クロックに基づき、１水平
走査時間毎に、順次液晶表示パネル１の各走査信号線２１に“Ｈｉｇｈ”レベルの選択電
圧（走査信号）を供給する。これにより、液晶表示パネル１の各走査信号線２１に接続さ
れた複数の薄膜トランジスタ１０が、１水平走査期間の間、映像信号線２２と画素電極１
１との間を電気的に導通させる。
【００３６】
　また、駆動回路５は画素が表示すべき階調に対応する階調電圧（映像信号）を分配回路
６０に出力する。分配回路６０は１水平走査期間を分割して異なる映像信号線２２に階調
電圧を分配する。映像信号線２２に分配回路６０から階調電圧が供給されると、オン状態
（導通）の薄膜トランジスタ１０を介して、映像信号線２２から階調電圧が画素電極１１
に供給される。その後、薄膜トランジスタ１０がオフ状態となることで画素が表示すべき
映像に基づく階調電圧が画素電極１１に保持される。
【００３７】
　画素電極１１に対向するように対向電極１５が設けられており、対向電極１５には対向
電極電圧線２５が接続しており、対向電圧出力回路５２から出力した対向電圧は対向電極
電圧線２５を介して対向電極１５に供給される。
【００３８】
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　次に図２に液晶表示装置１００の画素部８の平面図を示す。また図２のＡ－Ａ線で示す
断面図を図３に示す。図２、図３は、横電界方式（In-plane switching mode）の液晶パ
ネルの画素部８を示している。図２に示すようにＴＦＴ基板２には画素部８が形成されて
おり、画素部８は走査信号線２１と映像信号線２２とに囲まれた領域となる。
【００３９】
　走査信号線２１と映像信号線２２の交差部近傍にスイッチング素子（以後、薄膜トラン
ジスタ、ＴＦＴとも呼ぶ）１０が形成される。前述したように、ＴＦＴ１０は走査信号線
２１を介して供給されるゲート信号によりオン状態となり、映像信号線２２を介して供給
される映像信号を画素電極１１に書き込む。
【００４０】
　画素電極１１は櫛歯状に形成され、対向電極１５に重ねて形成される。画素電極１１に
供給された映像信号と、対向電極１５に供給される対向電圧との間に生じる電位差により
、液晶分子の配向方向が変化して透過光の強度を制御することができる。なお、図２で対
向電極電圧線２５は、走査信号線２１に沿って形成され、対向電極電圧線２５の一部が対
向電極１５として機能している。また、図が煩雑になることを避けて、対向電極１５と画
素部８の輪郭は点線で示した。
【００４１】
　次に、液晶表示パネル１は図３に示すような断面構造をしており、ＴＦＴ基板２とカラ
ーフィルタ基板３とが対向して配置されている。ＴＦＴ基板２とカラーフィルタ基板３と
の間には、液晶組成物３０４が保持されている。なお、ＴＦＴ基板２とカラーフィルタ基
板３との周辺部には、シール材（図示せず）が設けられており、ＴＦＴ基板２とカラーフ
ィルタ基板３とシール材とは、狭い隙間を有する容器を形成し、液晶組成物３０４はＴＦ
Ｔ基板２とカラーフィルタ基板３との間に封止される。
【００４２】
　カラーフィルタ基板３には赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）毎にカラーフィルタ１５０が
形成されており、各カラーフィルタ１５０の境界には遮光のためにブラックマトリクス１
６２が形成されている。符号１８は液晶分子の配向を制御する配向膜である。ＴＦＴ基板
２側にも同様に配向膜１４が設けられている。
【００４３】
　ＴＦＴ基板２は、少なくとも一部が透明なガラス、樹脂等からなる。ＴＦＴ基板２上に
は下地膜が形成されその上にポリシリコン膜からなる半導体層１３４が形成される。
【００４４】
　半導体層１３４の上にはゲート絶縁膜１３６が形成され、ゲート絶縁膜１３６の上には
ゲート電極１３１が形成される。前述したようにＴＦＴ基板２には走査信号線２１が形成
されているが、走査信号線２１の一部はゲート電極１３１を形成する。走査信号線２１は
、クロム（Ｃｒ）または、ジルコニウム（Zirconium）を主体とする層と、アルミニウム
（Ａｌ）を主体とする層の多層膜から形成される。また、上面からＴＦＴ基板２側の下面
に向けて線幅が広がるように側面が傾斜している。なお、図２及び図３では、ゲート電極
１３１を２つ有するタイプのトランジスタが図示されている。
【００４５】
　半導体層１３４の両端部には不純物が注入されドレイン領域１３２とソース領域１３３
とが離間して形成されている。前述したように、ドレインとソースの呼び方は電位によっ
て変化するが、本明細書では映像信号線２２と接続する方をドレインと呼び、画素電極１
１と接続する方をソースと呼ぶ。
【００４６】
　映像信号線２２は、モリブデン（Mo）とクロム（Cr）の合金や、モリブデン（Mo）又は
タングステン（Ｗ）を主体とする２つの層で、アルミニウム（Al）を主体とする層を挟ん
だ多層膜から形成されている。また、ＴＦＴ１０を覆うように無機絶縁膜１４３と有機絶
縁膜１４４が形成されている。ソース領域１３３は無機絶縁膜１４３と有機絶縁膜１４４
とに形成されたスルーホール１４６を介して画素電極１１と接続されている。
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【００４７】
　なお、無機絶縁膜１４３は窒化シリコンや酸化シリコンを用いて形成可能であり、有機
絶縁膜１４４は有機樹脂膜を用いることができ、その表面は比較的平坦に形成することが
可能なものであるが、凹凸を形成すように加工することも可能である。
【００４８】
　有機絶縁膜１４４の上には対向電極１５が形成され、対向電極１５の上には層間絶縁膜
１４５が形成され、層間絶縁膜１４５の上には画素電極１１が設けられる。画素電極１１
に階調電圧が供給されることで、対向電極１５と画素電極１１との間に電位差が生じる。
また、対向電極１５と層間絶縁膜１４５と画素電極１１とで容量素子を形成している。
【００４９】
　画素電極１１及び対向電極１５は透明導電膜からなり、透明導電膜は、ＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide）、ＩＴＺＯ(Indium Tin Zinc Oxide)、ＩＺＯ (Indium Zinc Oxide)、Ｚｎ
Ｏ (Zinc Oxide)、ＳｎＯ（酸化スズ）、Ｉｎ2Ｏ3（酸化インジウム）等の透光性の導電
層から構成されている。
【００５０】
　また、前述したクロムを主体とする層は、クロム単体でもクロムとモリブデン（Ｍｏ）
等の合金でもよく、ジルコニウムを主体とする層は、ジルコニウム単体でもジルコニウム
とモリブデン等の合金でもよく、タングステンを主体とする層は、タングステン単体でも
タングステンとモリブデン等の合金でもよく、アルミニウムを主体とする層は、アルミニ
ウム単体でもアルミニウムとネオジウム（Neodymium）等の合金でもよい。
【００５１】
　次に、図４に対向電極１５に供給する対向電圧Ｖｃｏｍを一定周期で反転させる、所謂
対向電圧反転駆動方式を用いる場合の走査信号ＶＳＣＮと映像信号ＶＳＩＧと対向電圧Ｖ
ｃｏｍとを示す。
【００５２】
　図４に示す走査信号ＶＳＣＮは、任意の走査信号線２１に出力される走査信号を示して
いる。図４に示すように走査信号線２１に供給される走査信号ＶＳＣＮがハイ（High）電
圧である期間を１水平走査期間（１Ｈ）と呼ぶ。対向電圧反転駆動方式では、対向電圧Ｖ
ｃｏｍを一定周期で反転する。対向電圧反転駆動方式を用いると、映像信号ＶＳＩＧの振
幅が小さくても、映像信号ＶＳＩＧと対向電圧Ｖｃｏｍとの電位差が大きくとることが可
能で、低電圧駆動、低消費電力化が可能である。
【００５３】
　映像信号ＶＳＩＧの符号ＶＳＨは、画素に供給される階調電圧が対向電圧Ｖｃｏｍに対
して正極性の信号である正階調電圧を示す。符号ＶＳＬは対向電圧Ｖｃｏｍに対して負極
性である負階調電圧を示す。
【００５４】
　符号ＶＣＯＭＨは対向電極ハイ電圧で、ＶＣＯＭＬは対向電極ロウ（Low）電圧である
。図４では対向電圧Ｖｃｏｍはハイ電圧ＶＣＯＭＨの場合を示しており、走査信号ＶＳＣ
Ｎがハイ電圧となる１水平走査期間（１Ｈ）前にロウ電圧ＶＣＯＭＬからハイ電圧ＶＣＯ
ＭＨへ反転している。
【００５５】
　走査信号ＶＳＣＮの符号ＶＧＯＮは画素部の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１０をオンす
るための走査信号ＶＳＣＮのハイ電圧で、正階調電圧ＶＳＨの最大値よりしきい値電圧分
以上高い電圧が必要となる。また、符号ＶＧＯＦＦは薄膜トランジスタ１０をオフするた
めのロウ電圧であり、負階調電圧ＶＳＬの最小値よりしきい値電圧分以上低い電圧が必要
となる。
【００５６】
　図４では、前述したように対向電圧Ｖｃｏｍは走査信号ＶＳＣＮが出力する１水平走査
期間（１Ｈ）前にロウ電圧ＶＣＯＭＬからハイ電圧ＶＣＯＭＨへ、またはハイ電圧ＶＣＯ
ＭＨからロウ電圧ＶＣＯＭＬへ反転している。従来、対向電圧Ｖｃｏｍの電圧を帰線期間
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に反転する駆動方法も用いられているが、一度に全ての対向電圧Ｖｃｏｍを反転させると
、対向電圧Ｖｃｏｍの反転から映像信号の書き換えまでの間隔が、走査信号線２１の位置
により異なることによる表示品質のバラツキが生じる。
【００５７】
　そのため、図４に示す駆動方法では走査信号ＶＳＣＮに同期するように走査信号ＶＳＣ
Ｎが出力する１水平走査期間（１Ｈ）前にロウ電圧ＶＣＯＭＬからハイ電圧ＶＣＯＭＨへ
、またはハイ電圧ＶＣＯＭＨからロウ電圧ＶＣＯＭＬへ反転している。また、走査信号線
２１毎に並列に対向電極電圧線２５を設けている。さらに、対向電圧出力回路５２を設け
て、走査信号ＶＳＣＮに同期するように対向電極電圧線２５の電圧を反転している。
【００５８】
　次に、図５を用いて分配回路６０について説明する。図５ではＴＦＴ基板２に設けられ
た分配回路６０と、ＴＦＴ基板２に搭載された駆動回路５とを主に示しており、他の構成
は省略している。
【００５９】
　駆動回路５からは映像信号出力線６５が分配回路６０に入力している。分配回路６０に
はスイッチング素子６２が形成されており、入力端子は映像信号出力線６５に接続し、出
力端子は映像信号線２２に接続している。また、スイッチング素子６２の制御端子には分
配制御線６３が接続している。
【００６０】
　駆動回路５の映像信号出力線６５の１本は、３個のスイッチング素子６２と接続してお
り、３個並列に接続されたスイッチング素子６２が１組となって、３本の分配制御線６３
に接続している。
【００６１】
　駆動回路５は１水平走査期間を３つに分割して、３つの映像信号線２２に出力すべき映
像信号を順番に出力する。スイッチング素子６２が順番にオン状態となることで、出力さ
れるべき映像信号が各映像信号線２２に分配される。
【００６２】
　分配回路６０を設けることで、駆動回路５の映像信号出力線６５の数を１／３に減少さ
せることが可能で、映像信号出力線６５の接続信頼性を高めることが可能となる。また、
駆動回路５の回路規模も小さく抑えることが可能となる。
【００６３】
　図６のタイミングチャートに示すように、駆動回路５から映像信号出力線６５には、１
水平走査期間１Ｈを３つに分けて、３本の映像信号線２２分の映像信号ＶＳＩＧが出力さ
れる。また、駆動回路５からは分配制御線６３に分配信号ＢＬ１，ＢＬ２，ＢＬ３が順番
に出力することで、３本の映像信号線２２に映像信号が供給される。
【００６４】
　次に図７と図８を用いて、走査信号出力回路５１と対向電圧出力回路５２とに用いられ
るシフトレジスタ回路について説明する。
【００６５】
　図７はシフトレジスタ回路１８１の概略を示す回路図で、第１段目のシフトレジスタ回
路１８１－１と第２段目のシフトレジスタ回路１８１－２とを示している。図８はシフト
レジスタ回路１８１のタイミングチャートでクロック信号Φ１とクロック信号Φ２に従っ
て出力ＯＵＴ１とＯＵＴ２から順番に信号が出力する様子を示す。
【００６６】
　まず、スタートパルス信号ΦＩＮが入力トランジスタ８１に入力すると、スタートパル
ス信号ΦＩＮに従ってノードＮ１の電圧が上昇する。ノードＮ１が上昇してトランジスタ
８２のしきい値を超えるとトランジスタ８２はオン状態となる。
【００６７】
　スタートパルス信号ΦＩＮがハイ電圧からロウ電圧に変化して、入力トランジスタ８１
がオフになると、トランジスタ８６はこの時にオフ状態となるよう設計されているため、
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ノードＮ１はフローティング状態となる。そのため、トランジスタ８２がオン状態で、ク
ロック信号Φ１がロウ電圧からハイ電圧に変化するに従い、ノードＮ１とノードＮ２に生
じている容量９５によりノードＮ１の電圧は上昇する。よって、トランジスタ８２のゲー
ト端子に印加された電圧はクロック信号Φ１よりも充分（しきい値電圧分に比較して）大
きくなり、ノードＮ２の電圧はクロック信号Φ１のハイ電圧と同等となる。
【００６８】
　ノードＮ２の電圧がクロック信号Φ１のハイ電圧となることで、トランジスタ８３を介
してノードＮ３もハイ電圧となり、次段のトランジスタ８４はオン状態となる。
【００６９】
　同様にトランジスタ９３のゲート端子もノードＮ１に接続しており、出力端子ＯＵＴ１
からはクロック信号Φ１のハイ電圧が出力する。
【００７０】
　次段のトランジスタ８４もオン状態で、クロック信号Φ２がロウ電圧からハイ電圧に変
化すると、ノードＮ３とノードＮ４に生じている容量９６によりノードＮ３の電圧はクロ
ック信号Φ２よりも充分大きくなり、ノードＮ４の電圧はクロック信号Φ２のハイ電圧と
同等となる。
【００７１】
　ノードＮ４の電圧がクロック信号Φ２のハイ電圧となることで、出力ＯＵＴ２からハイ
電圧が出力し、トランジスタ８５を介してノードＮ５もハイ電圧となり、次段にオン状態
が伝えられる。
【００７２】
　この時、トランジスタ９１がオン状態となりノードＮ６がハイ電圧となることで、トラ
ンジスタ８６の制御端子にハイ電圧が伝えられトランジスタ８６がオン状態となり、ノー
ドＮ１と電源電圧ＶＳＳが導通状態となり、ノードＮ１は電圧ＶＳＳで供給されるロウ電
圧となる。
【００７３】
　そして、ノードＮ６はオン状態が保持されて、ノードＮ１がロウ電圧で安定するため、
トランジスタ８２等がノイズで誤動作することが防げるが、次のフレーム開始時にはスタ
ートパルス信号ΦＩＮによりトランジスタ８８がオン状態となりトランジスタ８６の制御
端子にロウ電圧を供給することで、ノードＮ１をフローティング状態とする。なお、トラ
ンジスタ８９、トランジスタ９２もトランジスタ８８と同様の動作を行う。
【００７４】
　このシフトレジスタ回路１８１を走査信号出力回路５１と対向電圧出力回路５２に用い
ることで、小型で低消費電力な回路が実現できる。
【００７５】
　次に図９、図１０を用いて、対向電圧出力回路５２の動作について説明する。図９は対
向電圧出力回路５２の交流駆動回路１８２の概略構成図であり、図１０は対向電圧出力回
路５２の動作を示すタイミングチャートである。
【００７６】
　図９に示す交流駆動回路１８２には、図中左側から前述のシフトレジスタ回路１８１の
出力が入力する。シフトレジスタ回路１８１は図中上から下に出力がシフトするものとす
る。例えば、入力端子１７５に出力ＯＵＴ１が出力し、入力端子１７０に出力ＯＵＴ２が
出力する。
【００７７】
　まず前段の出力ＯＵＴ１により、入力端子１７５にハイ電圧が入力し、ノードＮ１３が
ハイ電圧となる。ノードＮ１３がハイ電圧となると、トランジスタ１２３とトランジスタ
１２４がオン状態となり、ノードＮ１４とノードＮ１５は電源電圧線１７３と導通状態と
なる。電源電圧線１７３にはロウ電圧（ＶＳＳ）が供給されているので、ノードＮ１４と
ノードＮ１５とはロウ電圧となる。
【００７８】
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　さらに、ノードＮ１４と接続されたノードＮ１２および、ノードＮ１５に接続されたノ
ードＮ１１もロウ電圧となるので、トランジスタ１２７とトランジスタ１２８はオフ状態
となる。この時、出力端子１７９はフローティング状態ＦＬとなる。
【００７９】
　次に、入力端子１７０に出力ＯＵＴ２を入力すると、ノードＮ１０はハイ電圧となり、
トランジスタ１２１とトランジスタ１２２とはオン状態となる。そのため、交流駆動信号
線１７１とノードＮ１１とが導通状態となり、交流駆動信号線１７２とノードＮ１２とが
導通状態となる。
【００８０】
　交流駆動信号線１７１には図１０に示す交流信号Ｍが供給されており、交流駆動信号線
１７２には交流信号Ｍｂａｒが供給されている。交流信号Ｍと交流信号Ｍｂａｒとはそれ
ぞれ位相が反転した信号である。そのため、ノードＮ１１がハイ電圧の場合にノードＮ１
２はロウ電圧となる。
【００８１】
　ノードＮ１１がハイ電圧で、ノードＮ１２がロウ電圧の場合には、トランジスタ１２７
がオン状態で、トランジスタ１２８がオフ状態となり、出力端子１７９は電源電圧線１７
７と導通状態となり、電源電圧線１７８と非導通状態となる。
【００８２】
　電源電圧線１７７には対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが供給され、電源電圧線１７８には
対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが供給されており、出力端子１７９は対向電極電圧線２５に
接続しているため、ノードＮ１１がハイ電圧の場合には対向電極電圧線２５には対向電極
ハイ電圧ＶＣＯＭＨが出力する。対して、ノードＮ１２がハイ電圧でノードＮ１１がロウ
電圧の場合には、対向電極電圧線２５には対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが出力する。
【００８３】
　その後、出力ＯＵＴ２がロウ電圧となってもノードＮ１１にはハイ電圧が保持され、ト
ランジスタ１２５によってノードＮ１４は電源電圧線１７６からロウ電圧（ＶＳＳ）が供
給され、さらにノードＮ１２がロウ電圧となってトランジスタ１２６をオフ状態とするの
で、ノードＮ１５、ノードＮ１１にはハイ電圧が保持されることで対向電極電圧線２５に
は対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが継続して出力する。
【００８４】
　なお、入力端子１７０から入力したハイ電圧は次段に出力端子１７４から出力しており
、次段のノードＮ１４、ノードＮ１１、ノードＮ１５、ノードＮ１２をロウ電圧とし、次
段のトランジスタ１２７とトランジスタ１２８をオフ状態とする。
【００８５】
　シフトレジスタ回路１８１の出力ＯＵＴを走査信号ＶＳＣＮとして出力することで、シ
フトレジスタ回路１８１を走査信号出力回路５１とすることが可能であるが、シフトレジ
スタ回路１８１の出力段に出力回路を設けて走査信号出力回路５１とすることも可能であ
る。
【００８６】
　前述のシフトレジスタ回路１８１と交流駆動回路１８２とを組合わせた走査回路５３に
ついて図１１を用いて説明する。
【００８７】
　シフトレジスタ回路１８１からは出力ＯＵＴが出力するので、走査信号ＯＵＴを走査信
号線２１に走査信号ＶＳＣＮとして出力し、さらに出力ＯＵＴを交流駆動回路１８２の駆
動にも利用している。
【００８８】
　ただし、走査信号線２１と対向電極電圧線２５とを同時に切り換えたのでは、画素電極
１１と対向電極１５との間で電位が安定しないので、先に対向電極の電圧を反転した後で
、走査信号線２１に走査信号ＶＳＣＮを出力することとした。
【００８９】
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　図１２に図１１の走査回路５３の動作について説明するタイミングチャートを示す。ま
ず、表示領域９の左側に配置されたシフトレジスタ回路１８１－１１にスタートパルス信
号ΦＩＮが入力する。スタートパルス信号ΦＩＮは交流駆動回路１８２－１１の入力端子
１７５に入力し、トランジスタ１２７とトランジスタ１２８（図９参照）を非導通状態と
することで、対向電極電圧線２５－１を一旦フローティング状態ＦＬとする。スタートパ
ルス信号ΦＩＮは表示領域９の右側に配置された交流化駆動回路１８２－２１にも入力し
ており、同様に交流駆動回路１８２－２１のトランジスタ１２７とトランジスタ１２８（
図９参照）を非導通状態とし対向電極電圧線２５－１をフローティング状態ＦＬとする。
【００９０】
　その後、クロック信号Φ１がトランジスタ９３（図７参照）から出力することで、シフ
トレジスタ回路１８１－１１からハイ電圧が出力ＯＵＴ１１として表示領域９の左側に配
置された交流駆動回路１８２－１１と右側に配置された交流駆動回路１８２－２１の入力
端子１７０に入力する。出力ＯＵＴ１１の出力時に交流信号Ｍがロウ電圧で、交流信号Ｍ
ｂａｒがハイ電圧となっているので、交流駆動回路１８２のトランジスタ１２８を介して
出力端子１７９と電源電圧線１７８とが導通状態となり、対向電極電圧線２５－１には対
向電極電圧Ｖｃｏｍ（１）として対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが出力する。
【００９１】
　同時に、シフトレジスタ回路１８１－１１から出力する出力ＯＵＴ１１で交流駆動回路
１８２－１２及び交流駆動回路１８２－２２のトランジスタ１２７とトランジスタ１２８
を非導通状態とすることで、対向電極電圧線２５－２を一旦フローティング状態ＦＬとす
る。
【００９２】
　その後、クロック信号Φ３が表示領域９の右側に配置されたシフトレジスタ回路１８１
－２１に入力し、シフトレジスタ回路１８１－２１のトランジスタ９４（図７参照）を介
して、シフトレジスタ回路１８１－２１からハイ電圧が出力ＯＵＴ２１として表示領域９
の右側に配置された交流駆動回路１８２－２２と左側に配置された交流駆動回路１８２－
１２に入力する。出力ＯＵＴ２１の出力時には交流信号Ｍがロウ電圧で、交流信号Ｍｂａ
ｒがハイ電圧となっているので、トランジスタ１２７を介して出力端子１７９と電源電圧
線１７７とが導通状態となり、対向電極電圧線２５－３には対向電極電圧Ｖｃｏｍ（２）
として対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが出力する。
【００９３】
　この時、シフトレジスタ回路１８１－２１から出力する出力ＯＵＴ２１を走査信号線２
１－１に出力する走査信号ＶＳＣＮ（１）として利用する。
【００９４】
　同時に、シフトレジスタ回路１８１－２１から出力する出力ＯＵＴ２１で交流駆動回路
１８２－１３及び交流駆動回路１８２－２３のトランジスタ１２７とトランジスタ１２８
を非導通状態とすることで、対向電極電圧線２５－３を一旦フローティング状態ＦＬとす
る。
【００９５】
　その後、クロック信号Φ２が表示領域９の左側に配置されたシフトレジスタ回路１８１
－１２に入力し、シフトレジスタ回路１８１－１２のトランジスタ９４（図７参照）を介
して、シフトレジスタ回路１８１－１２からハイ電圧が出力ＯＵＴ１２として表示領域９
の左側に配置された交流駆動回路１８２－１３と右側に配置された交流駆動回路１８２－
１３に入力する。出力ＯＵＴ１２の出力時に交流信号Ｍがロウ電圧で、交流信号Ｍｂａｒ
がハイ電圧であるので、交流駆動回路１８２のトランジスタ１２８を介して出力端子１７
０と電源電圧線１７８とが導通状態となり、対向電極電圧線２５－３には対向電極電圧Ｖ
ｃｏｍ（３）として対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが出力する。
【００９６】
　この時、シフトレジスタ回路１８１－１２から出力する出力ＯＵＴ１２を走査信号線２
１－２に出力する走査信号ＶＳＣＮ（２）として利用する。
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【００９７】
　このように、走査回路５３は走査信号出力回路５１と対向電圧出力回路５２の機能を合
わせ持っており、小さな回路規模で走査信号と対向電極信号とを出力することが可能とな
っている。
【００９８】
　次に、図１２の説明に用いた出力ＯＵＴ１１とＯＵＴ１２の出力方法について、図１３
を用いて説明する。シフトレジスタ回路１８１は図７に示す回路と同じ回路を用いること
が可能で、入力するクロック信号Φ１とΦ２のタイミングが図８とは異なっている。
【００９９】
　図１３では、左右に配置されたシフトレジスタ回路１８１を駆動するために、デューテ
ィが２５％のパルスを用いている。まず、スタート信号となるクロック信号Φ１が入力し
て図７に示す回路のノードＮ１がハイ電圧になった後、クロック信号Φ１によりノードＮ
１がたたき上げられ、クロック信号Φ１がノードＮ２に出力する。
【０１００】
　ノードＮ２にクロック信号Φ１が出力すると、同時にノードＮ３もハイ電圧となり、ク
ロック信号Φ２が入力することにより、ノードＮ３はたたき上げられて、ノードＮ４にク
ロック信号Φ２が出力する。
【０１０１】
　ノードＮ４にクロック信号Φ２が出力されることで、トランジスタ８６がオン状態とな
り、ノードＮ１がロウ電圧になる。ノードＮ２の電圧を出力ＯＵＴ１１として出力し、ノ
ードＮ４の電圧を出力ＯＵＴ１２として出力することで、図１２に示す出力ＯＵＴ１１と
ＯＵＴ１２を出力することが可能である。
【０１０２】
　次に、対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨと対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬとを出力する交流駆
動回路１８３を用いる構成を図１４に示す。図１４に示す交流駆動回路１８３には２本の
対向電極電圧線２５が接続してあり、それぞれに、対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨまたは対
向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬを出力する。
【０１０３】
　図１４に示す回路とすると、走査信号出力回路５１を構成するシフトレジスタ１８１を
表示領域９の左右に分けて配置することに加えて、対向電圧出力回路５２を構成する交流
駆動回路１８３をも表示領域９の左右に分けて配置することが可能である。
【０１０４】
　図１５に交流駆動回路１８３の回路構成を示す。図１５では図９に示す回路に加えて、
電源電圧線１７７と電源電圧線１７８に接続するトランジスタ１２９，１３０を設けてい
る。ノードＮ１１により制御されるトランジスタ１２７，１３０とは、トランジスタ１２
７は対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが供給される電源電圧線１７７に接続し、トランジスタ
１３０は対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが供給される電源電圧線１７８に接続しているので
、交流信号Ｍが例えばハイ電圧の場合に、出力端子１７９－１からは対向電極ハイ電圧Ｖ
ＣＯＭＨが出力し、出力端子１７９－２からは対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが出力する。
【０１０５】
　なお、図１５の回路は、図９に示す回路にトランジスタ１２７，１３０とを加えた構造
をしているので、以下の説明において図９と同様の動作の詳細は省略する。
【０１０６】
　図１６に図１４に示す回路のタイミングチャートを示す。まず、表示領域９の左側に配
置されたシフトレジスタ回路１８１－１１にスタートパルス信号ΦＩＮが入力端子１７５
より入力する。スタートパルス信号Φ１により交流駆動回路１８３－１１のトランジスタ
１２７、トランジスタ１２８、トランジスタ１２９、トランジスタ１３０（図１５参照）
を非導通状態とすることで、対向電極電圧線２５－１（対向電極電圧Ｖｏｍ（１））を一
旦フローティング状態ＦＬとする。
【０１０７】
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　その後、クロック信号Φ１がシフトレジスタ回路１８１－１１のトランジスタ９３（図
７参照）から出力することで、ハイ電圧が出力ＯＵＴ１１として表示領域９の左側に配置
された交流駆動回路１８３－１１の入力端子１７０に入力する。
【０１０８】
　出力ＯＵＴ１１の出力時に、交流信号Ｍがロウ電圧で、交流信号Ｍｂａｒがハイ電圧で
あるため、交流駆動回路１８３－１１のトランジスタ１２８を介して出力端子１７９－１
と電源電圧線１７８とが導通状態となり、対向電極電圧線２５－１には対向電極電圧Ｖｃ
ｏｍ（１１）として対向電極ロウ電圧ＶＣＯＭＬが出力端子１７９－１から出力する。さ
らに、交流駆動回路１８３－１１のトランジスタ１２９を介して出力端子１７９－２と電
源電圧線１７７とが導通状態となり、対向電極電圧線２５－２には対向電極電圧Ｖｃｏｍ
（１２）として対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが出力端子１７９－２から出力する。
【０１０９】
　他方、表示領域９の右側に形成された交流駆動回路１８３－２１も対向電極電圧線２５
－２に接続しているが、交流駆動回路１８３－２１から対向電極電圧線２５－２への出力
Ｖｃｏｍ（２１）は、スタートパルス信号ΦＩＮによりフローティング状態ＦＬとなって
いるため出力がショートする等の問題を防ぐことができる。
【０１１０】
　次に、クロック信号Φ３が表示領域９の右側に配置されたシフトレジスタ回路１８１－
２１に入力すると、ハイ電圧が出力ＯＵＴ２１として表示領域９の右側に配置された交流
駆動回路１８３－２１の入力端子１７０に入力する。出力ＯＵＴ２１の出力時に、交流信
号Ｍがハイ電圧で、交流信号Ｍｂａｒがロウ電圧であるから、交流駆動回路１８３－２１
のトランジスタ１２７を介して出力端子１７９－１と電源電圧線１７７とが導通状態とな
り、対向電極電圧線２５－２には対向電極電圧Ｖｃｏｍ（２１）として対向電極ハイ電圧
ＶＣＯＭＨが出力端子１７９－１から出力する。さらに、交流駆動回路１８３－１１のト
ランジスタ１２８を介して出力端子１７９－２と電源電圧線１７８とが導通状態となり、
対向電極電圧線２５－３には対向電極電圧Ｖｃｏｍ（２２）として対向電極ロウ電圧ＶＣ
ＯＭＬが出力端子１７９－２から出力する。
【０１１１】
　ここで、交流駆動回路１８３－２１から対向電極電圧線２５－２には電源電圧線１７７
から供給される対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが出力し、交流駆動回路１８３－１１から対
向電極電圧線２５－２には電源電圧線１７７から供給される対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨ
が出力しているので、表示領域９の左右から交流駆動回路１８３－２１と交流駆動回路１
８３－１１から対向電極電圧線２５－２を駆動してもショート等の問題の発生を防止でき
る。
【０１１２】
　次に、図１７を用いて十分な出力電圧を出力可能な交流駆動回路１８４を示す。交流駆
動回路１８４では、対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨが高電圧となっても、クロック信号を低
電圧のままで動作することが可能である。
【０１１３】
　交流駆動回路１８４では、図９に示す交流駆動回路１８２と同様に、入力端子１７１に
シフトレジスタ回路１８１の出力が入力すると、ノードＮ１１とノードＮ１２とがロウ電
圧となりトランジスタ１２７，１２８，１２９，１３０はオフとなって、出力端子１７９
－１，１７９－２はフローティング状態となる。
【０１１４】
　次に、入力端子１７０にシフトレジスタ回路１８１の出力が入力すると、配線１７１と
１７２で供給される、交流信号Ｍと交流信号Ｍｂａｒの電圧がノードＮ１１とノードＮ１
２に供給される。このとき、省電力のためにシフトレジスタ回路１８１で用いられるクロ
ック信号は低電圧な信号が用いられるため、シフトレジスタ回路１８１から出力する電圧
も低電圧となる。
【０１１５】
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　また、交流信号Ｍと交流信号Ｍｂａｒの電圧も省電力のため低電圧であることが望まし
い、そのため、ノードＮ１１とノードＮ１２に保持される電圧は対向電極ハイ電圧ＶＣＯ
ＭＨに対して低電圧となり、トランジスタの閾値による出力電圧の低下も伴い、ノードＮ
１１とノードＮ１２に保持される電圧では高電圧の対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭＨを出力す
ることができないという問題が生じた。
【０１１６】
　そのため、交流駆動回路１８４ではノードＮ１１とノードＮ１２の電圧をシフトレジス
タ回路１８１から出力する電圧を用いて、たたき上げて十分に対向電極ハイ電圧ＶＣＯＭ
Ｈが出力可能な電圧としている。
【０１１７】
　交流駆動回路１８４では、入力端子１７１にハイ電圧が入力すると、トランジスタ２７
９，２８０により、ノードＮ１６とノードＮ１７とは電源電圧線１７３から供給されるロ
ウ電圧（ＶＳＳ）となる。
【０１１８】
　その後、入力端子１７０にシフトレジスタ回路１８１の出力が入力すると、交流信号Ｍ
と交流信号Ｍｂａｒの電圧がノードＮ１１とノードＮ１２に供給される。ここで、仮にノ
ードＮ１１がハイ電圧に充電され、ノードＮ１２がロウ電圧とすると、トランジスタ２７
６がオン状態となり、オン状態のトランジスタ２７８を介してノードＮ１８も電源電圧線
１７３から供給されるロウ電圧（ＶＳＳ）となる。
【０１１９】
　逆にノードＮ１１がロウ電圧で、ノードＮ１２がハイ電圧に充電されるとすると、トラ
ンジスタ２７５がオン状態となり、オン状態のトランジスタ２７７を介してノードＮ１８
は電源電圧線１７３から供給されるロウ電圧（ＶＳＳ）となる。
【０１２０】
　次に、入力端子１７０へのシフトレジスタ１８１からの出力終了後、入力端子２７１に
シフトレジスタ１８１からハイ電圧が入力すると、ノードＮ１１がハイ電圧に充電され、
ノードＮ１２がロウ電圧の場合では、ノードＮ１８に接続する容量２８２の一方の電極の
電圧が上昇することに合わせて、他方の電極の電圧が昇圧される。
【０１２１】
　容量２８２，２８１の大きさが十分に大きければ、シフトレジスタ１８１のほぼ２倍の
電圧でトランジスタ１２７，１２８，１２９，１３０を制御可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態の液晶表示装置の概略画素平面図である。
【図３】本発明の実施の形態の液晶表示装置に概略画素断面図である。
【図４】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動波形を示すタイミングチャ
ートである。
【図５】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路の概略図である。
【図６】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートである
。
【図７】本発明の実施の形態の液晶表示装置のシフトレジスタ回路を示す概略回路図であ
る。
【図８】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートである
。
【図９】本発明の実施の形態の液晶表示装置の交流駆動回路を示す概略回路図である。
【図１０】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートであ
る。
【図１１】本発明の実施の形態の液晶表示装置の走査回路を示す概略回路図である。
【図１２】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートであ
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【図１３】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートであ
る。
【図１４】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略回路図である。
【図１５】本発明の実施の形態の液晶表示装置の交流駆動回路を示す概略回路図である。
【図１６】本発明の実施の形態の液晶表示装置の駆動波形を示すタイミングチャートであ
る。
【図１７】本発明の実施の形態の液晶表示装置の交流駆動回路を示す概略回路図である。
【符号の説明】
【０１２３】
　１　液晶表示パネル、２　ＴＦＴ基板、５　駆動回路、８　画素部、９　表示領域、１
０　スイッチング素子（薄膜トランジスタ）、１１　画素電極、２１　走査信号線、２２
　映像信号線、７０　フレキシブル基板、１００　液晶表示装置。

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１】
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【図１４】 【図１５】



(21) JP 2010-113247 A 2010.5.20

【図１６】 【図１７】



(22) JP 2010-113247 A 2010.5.20

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｍ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｓ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｔ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H193 ZF22  ZF36 
　　　　 　　  5C006 BB16  BC02  BC03  BC22  FA22  FA37  FA42  FA43  FA46  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD23  JJ02  JJ03  JJ04  JJ06  KK07  KK47 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2010113247A 公开(公告)日 2010-05-20

申请号 JP2008287050 申请日 2008-11-07

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司

[标]发明人 佐藤秀夫
槙正博
阿部裕行

发明人 佐藤 秀夫
槙 正博
阿部 裕行

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.505 G09G3/20.622.P G09G3/20.623.U G09G3/20.622.G G09G3/20.623.R 
G09G3/20.621.M G09G3/20.622.D G09G3/20.623.D G09G3/20.680.S G09G3/20.680.T

F-TERM分类号 2H093/NC10 2H093/NC12 2H093/ND42 2H093/ND43 2H093/ND60 2H193/ZF22 2H193/ZF36 5C006
/BB16 5C006/BC02 5C006/BC03 5C006/BC22 5C006/FA22 5C006/FA37 5C006/FA42 5C006/FA43 
5C006/FA46 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD23 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080
/JJ04 5C080/JJ06 5C080/KK07 5C080/KK47 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193/ZA09 2H193/ZB07 
2H193/ZC23 2H193/ZC25 2H193/ZD12 2H193/ZD23 2H193/ZF23 2H193/ZF24 2H193/ZF44 2H193
/ZF59 2H193/ZG02 2H193/ZH38 2H193/ZQ16

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过减轻用于驱动对电极的驱动电路的负担，提供用于
小型便携式装置的液晶显示装置和具有良好显示质量的液晶显示装置。 
一种液晶显示装置，包括液晶显示元件和液晶驱动电路，液晶驱动电路
包括从扫描信号线的左端驱动的第一扫描驱动电路，从右端驱动的第二
驱动电路并且具有反电压输出电路，用于从左和右驱动一个反电极信号
线。扫描驱动电路同样地布置在左侧和右侧，并且减少了驱动对电极的
负担。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5011f674-3d7c-4902-8d1d-75540992736d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042301831/publication/JP2010113247A?q=JP2010113247A

